


「10円小説家とは」10円

　私は、１０円小説家である。ペンネームは、Ｓ（最低）、Ｉ（いじめ）、Ｋ（格好悪い）、あるいはＳＩＣＫ（病気）。過去のきっかけにより、この姿に落ち着いた。あれは、四年も前の話しとなろうか。

　学生の頃は、ＲＰＧツクールなどという、ゲームを作成するためのゲームソフトにはまっていた。加えて、紙に線を引きスゴロクを描き、独自のルールで遊んだものだ。これをボードゲームという。

　時は四年前、車製造の会社で働いていた。職場の先輩Ｉさんが、何気ない質問をしてきた。
「ＳＩＫは、休みなんしよん？」
私は答えた。
「小説を書いております」
ゲームの作り込みと、小説は似ている。主人公が登場し、ストーリーが展開する。自分の世界を表現したくて、小説に手を出した。
「え？小説、どんなん書いてるん今度みせてや」
「明日持ってきます」
「楽しみにしとく」

　次の日。小説の一部をプリントアウトし、会社に持ってきた。
「これです」
「サンキュー、見てみるわ」
先輩Ｉは小説を読んでくれた。
「面白いじゃんこれ」
「本当ですか」
「続き早く書いてや」
「ＳＮＳで書いてますので、どうぞ見てやって下さい」
「わかった見てみる」
今は１０００～２０００文字の短編小説に特化しているが、当時は長編小説だけを書いていた。しかも、ＳＮＳの会員しか見れない状態だった。

　休日になると。行きつけの美容院で、髪を切りに行った。美容院のお姉さんに、小説の話をする。
「今度見ておきますね」
「よろしくね」
また褒められるかもと期待した。

　しばらくして、美容院に顔を出すと、小説を読んでくれていたのだが、反応がいまいちだった。
「あの話しよくわからなかったわ」
「あ、そうなん……」
それもそのはず、ゲーマーの私は、ファンタジーのジャンルを書いていた。剣や魔法、特殊能力など一般人がわかるはずもない。その人が生きてきた知識と重ならなければ、どんな小説もつまらないのだ。とても勉強になった。

　さらに月日が流れ。とうとう長編小説は、完結しなかった。ストーリーが膨大過ぎて、私は力尽きた。そこで長編小説を諦め、短編小説を書こうと決心した。
作品の「一方通行」は、短編小説の処女作にあたるが、目に余る代物となっている。いきなり書こうとしても、上手に書けない。自分の無能さを呪い、三年の眠りについた。リアルでは、二度のリストラで職を失った。

　冬眠から目覚めたのは、去年のことだった。私は、テレビのバラエティーとネットゲームでだらだらと時間を浪費していた。ふと、自分の中でエンターテイメントを見る立場ではなく、発進したいと考えた。もう一度、小説を書きたい心が復活。書くのなら、たくさん書こう。たくさん書けば、誰が読んでも楽しめる作品がひとつはあろうと考えはじめる。

　現在、宣伝のため５つのＳＮＳと、４つの小説投稿サイトにのせている。全ての中心は、１０円小説家のホームページ。格好つけたり、分かり辛かったキャッチコピーも、
「１０円小説家でひまつぶし」
で落ち着いた。
ホームページは、読者のおかげで１８４００アクセスとなっている。

　ちなみに、長編小説には四人の主人公が登場するのだが、四つの短編小説にシングルカットした。
「ミラクルボーイ」
「大地の轟」
「大自然の咆哮」
「ナニモノカ」
この四作品が該当する。
興味があれば、ご覧あれ。


完


（いいえ、終わらない。これからも続くのだ）
